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(57)【要約】
【課題】演出図柄表示装置の前方で動作する可動役物に
ついて、よりインパクトの強い多様な可動形態を呈する
ことが可能な可動役物を提供する。
【解決手段】所定の演出を表示可能な表示領域を有する
演出図柄表示装置と、表示領域の前方で複数の駆動機構
によって動作可能とされる可動役物とを備えたパチンコ
機であって、駆動機構は、可動役物を表示領域の前方で
移動させる移動手段と、可動役物を移動方向と直交する
軸回りに回転動作させる回転手段とを備え、複数の可動
役物のいずれかが、回転動作によって遊技者に対して正
対する意匠面を複数有する構成とした。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の演出を表示可能な表示領域を有する演出図柄表示装置と、
前記表示領域の前方で駆動機構によって動作可能とされる複数の可動役物と、
を備えたパチンコ機であって、
前記駆動機構は、前記可動役物を前記表示領域の前方で移動させる移動手段と、前記可動
役物を前記移動方向と直交する軸回りに回転動作させる回転手段とを備え、
前記複数の可動役物のいずれかが、回転動作によって遊技者に対して正対する意匠面を複
数有することを特徴とするパチンコ機。
【請求項２】
　前記複数の可動役物は、前記移動手段により互いに同期して移動するとともに、前記回
転手段により独立して回転可能な一対の可動役物を備えたことを特徴する請求項１記載の
パチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関し、移動及び回転動作可能な可動役物を複数備えたパチンコ機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技機の一例としてのパチンコ機には、可動役物と呼ばれる機構が知られている
。当該可動役物の形態としては、例えば遊技に関する画像や動画等を表示可能な演出図柄
表示装置の前方においてスライド移動するものが知られ、遊技者は当該可動役物の動作と
、演出図柄表示装置上に表示される演出表示を視認することにより、所謂大当りへの期待
感を得ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１８７９９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、近年において可動役物には遊技者の期待感をより向上させるために、よ
りインパクトの強い様々な可動形態が要望されており、スライド移動のみでは、遊技者の
期待感を十分に高めることができないという課題が生じている。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、演出図柄表示装置の前方で動作す
る可動役物について、よりインパクトの強い多様な可動形態を呈することが可能な可動役
物を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するためのパチンコ機の構成として、所定の演出を表示可能な表示領域
を有する演出図柄表示装置と、表示領域の前方で複数の駆動機構によって動作可能とされ
る可動役物とを備えたパチンコ機であって、駆動機構は、可動役物を表示領域の前方で移
動させる移動手段と、可動役物を移動方向と直交する軸回りに回転動作させる回転手段と
を備え、複数の可動役物のいずれかが、回転動作によって遊技者に対して正対する意匠面
を複数有する構成とした。
　本構成によれば、駆動機構が可動役物を表示領域の前方で移動させる移動手段と、可動
役物を移動方向と直交する軸回りに回転動作させる回転手段とを備えたことにより、可動
役物を表示領域の前方で移動させ、さらに回転動作させることが可能となるため、よりイ
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ンパクトの強い演出動作を実行することが可能となる。また、いずれかの可動役物が回転
動作によって遊技者に対して正対する意匠面を複数有するため、正対する意匠面の形状や
付された情報によって異なる演出を実行することが可能となる。
　また、他の構成として、複数の可動役物が、移動手段により互いに同期して移動すると
ともに、回転手段により独立して回転可能な一対の可動役物を備えた構成とした。
　本構成によれば、複数の可動役物が互いに同期して移動するとともに、独立して回転可
能な一対の可動役物を備えたので、同期した移動動作及び独立した回転動作により、より
インパクトの強い演出動作を実行することが可能となる。
【０００７】
　なお、上記発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではなく、特徴群
を構成する個々の構成もまた発明となり得る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係るパチンコ機の外観斜視図である。
【図２】図１に示したパチンコ機の遊技盤を示す正面図である。
【図３】図１に示したパチンコ機のブロック図である。
【図４】可動役物動作時における遊技盤を示す正面図である。
【図５】可動役物の駆動機構を示す全体斜視図である。
【図６】可動役物を示す斜視図及び平面図である。
【図７】可動役物の駆動機構を示す正面図である。
【図８】可動役物動作時における駆動機構を示す正面図である。
【図９】可動役物の分解斜視図である。
【図１０】可動役物の回転軸Ｐ１の周囲の構造を示す斜視図である。
【図１１】フラットケーブルの状態を示す斜視図及び断面図である。
【図１２】フラットケーブルの変化を示す概略側面図である。
【図１３】可動役物の回転軸Ｐ２の周囲の構造を示す斜視図及び正面図である。
【図１４】可動役物回転動作時の斜視図である。
【図１５】可動役物の動作パターンの一例を示す正面図である。
【図１６】可動役物の動作パターンの一例を示す正面図である。
【図１７】可動役物の動作パターンの一例を示す正面図である。
【図１８】可動役物の動作パターンの一例を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１～図１８を参照し、発明の実施形態を通じて本発明を詳説するが、以下の実
施形態は特許請求の範囲に係る発明を限定するものではなく、また実施形態の中で説明さ
れる特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。なお、以下の
説明において遊技機の一例としてのパチンコ機の各部の左右方向は、そのパチンコ機に対
面する遊技者にとっての左右方向に一致させて説明する。
【００１０】
　図１，図２に示すように、本実施形態に係る遊技機の一例としてのパチンコ機１は、遊
技場の島設備に設置される縦長方形状の機枠２と、この機枠２に開き戸状に開閉自在に取
り付けられた本体枠３と、当該本体枠３の内側に装着された遊技盤２０と、本体枠３の前
面に開き戸状に開閉自在に取り付けられ、中央に大きくガラス窓４Ａが設けられたパネル
扉４と、本体枠３の下側に開閉自在に設けられ、遊技球を収容する受皿６を有する前面ボ
ード５と、本体枠３の下部に配設された図外の発射装置と、前面ボード５の前面に回動自
在に突設されたハンドル７と、パネル扉４の上部左右及び下部左側にそれぞれ設けられた
スピーカ８、及び、パネル扉４の周囲に配設された図外の複数の装飾ランプを備える。
【００１１】
　受皿６の中央部には、操作部９が配設される。操作部９は、演出図柄表示装置５０上に
表示されるカーソル等を移動するためのダイアル部９Ａと、ダイアル部９Ａによって移動
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されたカーソルと対応する項目を選択する際や、演出図柄表示装置５０上において展開さ
れる多様なボタン演出の際に押下されるボタン９Ｂとから構成される。
【００１２】
　パチンコ機１の背面側には、図外の支持部材等を介して、図３のブロック図に示す主制
御装置１００と、副制御装置を構成するサブ制御装置（演出制御装置）２００と、払出制
御装置３００とが設けられている。主制御装置１００、サブ制御装置２００、払出制御装
置３００は何れもＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、コン
ピュータプログラム及び遊技処理（演出処理，払出処理等）に必要なデータを格納したＲ
ＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）と、ＣＰＵがＲＯＭに格納されたコンピュー
タプログラムに従って処理を行うための一時記憶領域であるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えるマイクロコンピュータである。
　なお、主制御装置１００、サブ制御装置２００及び払出制御装置３００の各制御装置は
、図外の電源供給装置からの電力供給により駆動し、供給された電力は出力側に接続され
た各機器に供給される。
【００１３】
　図２に示すように、本体枠３の内部に装着された遊技盤２０は、その前面に遊技球が流
下する遊技領域２０Ａを備える。当該遊技領域２０Ａは、遊技者側からガラス窓４Ａを介
して視認することができる。遊技領域２０Ａは、遊技球を滑走させるガイドレール２１と
遊技球規制レール２２によって略円形状となるように区画形成されている。
【００１４】
　前面ボード５の受皿６に収容される遊技球は、図外の発射装置に１個ずつ供給されるよ
うになっている。図３に示すように、払出制御装置３００は、ハンドル７の回動操作量に
対応して増減する発射ボリューム７Ａからの入力に基づいて所定の強度で遊技球が発射さ
れるように発射モータ７Ｂを駆動制御するようになっている。発射装置により発射されて
遊技領域２０Ａに到達した遊技球は、遊技領域２０Ａ内を流下することになる。また、払
出制御装置３００には、ハンドル７の円周上に設けられた発射停止スイッチ７Ｃやハンド
ル７の内部に配設されたタッチセンサ７Ｄが接続されている。
【００１５】
　次に、遊技盤２０に配設される各遊技部品について概説する。遊技盤２０の遊技領域２
０Ａ内には、入賞部品としての第１始動入賞口３０Ａ、第２始動入賞口３０Ｂ、大入賞口
３５及び複数の一般入賞口３６が配設される。これらの入賞口には、それぞれ第１始動入
賞口検知センサ９１、第２始動入賞口検知センサ９２、大入賞口検知センサ９３及び一般
入賞口検知センサ９５が内臓されており、遊技球の検知に基づいて主制御装置１００側に
検出信号を出力する。第１始動入賞口３０Ａ，第２始動入賞口３０Ｂは、遊技領域２０Ａ
の中央部に互いに並列して配設される。第１始動入賞口３０Ａ，第２始動入賞口３０Ｂは
それぞれ、振分機構３３の下流側出口３４Ａ；３４Ｂの下方に配設されている。振分機構
３３は、外部より視認可能な透明基板によって形成された流路であって、共通入口３３Ａ
より進入した球は、二股に分かれる流路の上流側中央部に配設された振分体３２によって
下流側出口３４Ａ；３４Ｂのいずれかに振り分けられる。なお、本実施形態において振分
体３２は、外部の動力を用いずに機械的に動作するものであって、球の重みによって、共
通入口３３Ａへ進入した球を下流側出口３４Ａ；３４Ｂの方向に向けて交互に振り分ける
ものである。
【００１６】
　振分機構３３を経て第１始動入賞口３０Ａ又は第２始動入賞口３０Ｂに球が入賞すると
、主制御装置１００によって特別図柄抽選（以下、特図抽選という）等の各種の抽選処理
が実行され、当該各種の抽選処理の結果が特別図柄表示装置４０Ａ；４０Ｂや演出図柄表
示装置５０上に反映されて表示される。また、第１始動入賞口３０Ａ又は第２始動入賞口
３０Ｂに球が入賞すると予め設定された所定の個数（例えば３個）の賞球が賞球払出装置
３０１を介して遊技者に対して払い出される。また、第１始動入賞口３０Ａ及び第２始動
入賞口３０Ｂには、それぞれ電動チューリップと称される開閉体が設けられている。図３
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に示すように、当該電動チューリップは、ソレノイド等により構成される電動チューリッ
プ駆動装置６５Ａにより開閉される。電動チューリップ駆動装置６５Ａは、主制御装置１
００の電動チューリップ制御手段により制御され、開閉体を所定の回数及び所定の間隔で
開放動作させる。
【００１７】
　大入賞口３５は、遊技領域の右側に配設される。大入賞口３５は、特図抽選の結果が当
りである場合に実行される所謂大当り遊技時に開放する開閉体３５Ａを有している。図３
に示すように、当該開閉体３５Ａはソレノイド等により構成されるアタッカ駆動装置６５
Ｂにより開閉される。アタッカ駆動装置６５Ｂは、大当り遊技時において主制御装置１０
０によって制御され、開閉体３５Ａを所定の回数及び所定の間隔で開放動作させる。また
、大入賞口３５に球が入賞すると予め設定された所定の個数（例えば１５個）の賞球が遊
技者に対して払い出される。
【００１８】
　複数の一般入賞口３６は、遊技領域２０Ａの左側部に所定の間隔を空けて配設される。
当該一般入賞口３６に球が入賞すると予め設定された所定の個数（例えば３個）の賞球が
遊技者に対して払い出される。
【００１９】
　次に、遊技盤２０に配設される各種の表示装置について説明する。遊技盤２０には、第
１特別図柄表示装置４０Ａ、第２特別図柄表示装置４０Ｂ、演出図柄表示装置５０が配設
されている。
【００２０】
　第１特別図柄表示装置４０Ａは、遊技盤２０の右側下部に配設されるデジタル表示器で
あって、第１始動入賞口３０Ａへの遊技球の入賞を契機に、主制御装置１００により行わ
れる特図抽選（第１特図抽選）の結果を表示する。当該第１特別図柄表示装置４０Ａは、
例えば「－」と「○」の点灯表示可能な表示器であって、上述の第１特図抽選の結果を示
す態様でいずれかの記号を点灯表示する。ここで、例えば第１特図抽選の結果が「外れ」
である場合には「－」が停止表示され、「当り」である場合には「○」が停止表示される
。
【００２１】
　第２特別図柄表示装置４０Ｂは、第１特別図柄表示装置４０Ａの下方に配設されるデジ
タル表示器であって、第２始動入賞口３０Ｂへの遊技球の入賞を契機に、主制御装置１０
０により行われる特図抽選（第２特図抽選）の結果を表示する。当該第２特別図柄表示装
置４０Ｂは、前述の第１特別図柄表示装置４０Ａと同様に「－」と「○」の点灯表示可能
な表示器であって、第２特図抽選の結果を示す態様でいずれかの記号を点灯表示する。こ
こで、第２特図抽選の結果が「外れ」である場合には「－」が停止表示され、「当り」で
ある場合には「○」が停止表示される。
【００２２】
　第１特別図柄表示装置４０Ａ、第２特別図柄表示装置４０Ｂは、主制御装置１００の変
動表示制御手段により制御される。変動表示制御手段は、第１特図抽選又は第２特図抽選
の結果に応じて所定の変動時間を決定し、当該所定の変動時間だけ第１特別図柄表示装置
４０Ａ、第２特別図柄表示装置４０Ｂを変動させた後に停止表示させる。ここで、第１特
別図柄及び第２特別図柄の変動時間は、第１特別図柄表示装置４０Ａ又は第２特別図柄表
示装置４０Ｂの「－」と「○」が交互に高速で点滅する状態であり、変動停止は、変動時
間後にいずれかの記号が点灯表示される状態である。なお、第１特別図柄表示装置４０Ａ
、第２特別図柄表示装置４０Ｂの態様は上記のものに限られず、例えば特定の数字や複数
のランプの点灯状態によって特図抽選の結果を表示可能な構成のものを採用してもよい。
【００２３】
　演出図柄表示装置５０は、遊技盤２０の略中央部に配設される表示装置であって、本実
施形態においては液晶表示装置が採用されている。演出図柄表示装置５０における矩形の
表示画面５１には、上述の第１特別図柄又は第２特別図柄の変動時間に対応して特定の数
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字及びキャラクター等からなる複数の演出図柄Ｓが上下方向にスクロール表示され、第１
特別図柄又は第２特別図柄の変動停止時期と略同期して演出図柄Ｓが停止表示される。こ
こで、第１特図抽選又は第２特図抽選の結果が「当り」である場合の停止態様は、３つの
演出図柄Ｓが予め設定されたライン上において同一の数字又はキャラクターで停止した態
様である。一方、「外れ」である場合の停止態様は、上記以外の態様で停止した態様であ
る。
【００２４】
　図３に示すように、演出図柄表示装置５０は、主制御装置１００から送信される演出コ
マンドを受信したサブ制御装置２００の演出図柄制御部２００Ａから送信される各種のコ
マンドに基づいて制御される。例えば、演出図柄制御部２００Ａから送信される演出用の
コマンドには、演出図柄Ｓの変動時間情報や停止図柄情報或いは変動時間中において表示
される多様なリーチパターン情報等の演出表示に必要な各種の情報が含まれる。演出図柄
表示装置５０側では、当該コマンドに含まれる情報を解析した上で必要な画像データや動
画データ等を読み出し、当該データを表示画面上に出力することにより遊技者に対して多
様な演出表示を提供する。また演出図柄制御部２００Ａから送信されるコマンドとしては
、大当り遊技開始時において送信される大当り遊技実行用のコマンドや、遊技中の異常を
知らせるエラー表示用のコマンド等も存在する。また、サブ制御装置２００の音声制御部
２００Ｂは、演出図柄制御部２００Ａから送信される内部コマンドに応じて演出図柄Ｓの
変動時間や演出に対応した音声データを読み出してスピーカ８を制御することにより遊技
進行中において遊技を盛り上げる音声を提供する。また、サブ制御装置２００の可動役物
制御部２００Ｃは、演出図柄制御部２００Ａから送信される内部コマンドに応じて後述す
る可動役物Ｑ１～Ｑ３を所定の態様により動作させ、その動作態様によって遊技を盛り上
げる。
【００２５】
　図２に示すように、遊技盤２０には、遊技盤２０の前面より前側に突出し、演出図柄表
示装置５０の周囲を囲むように配設された飾り枠部６０が設けられる。飾り枠部６０は、
演出図柄表示装置５０の上部及び左右部を囲む。飾り枠部６０の前面とガラス窓４Ａの間
隔は球の直径よりも狭くなっており、飾り枠部６０よりも前方から球が進入することはで
きないようになっている。よって、遊技領域２０Ａ内を流下する球は複数の遊技釘や飾り
枠部６０の傾斜によって誘導されながら流下することとなる。
　飾り枠部６０の下部には、演出図柄表示装置５０の下部において後方に広がるステージ
６５が設けられる。ステージ６５は、飾り枠部６０の左側部に開設されたワープ通路６０
Ａを介して誘導された球を転動させた後、その前面又は中央部に開設された導出口６６を
介して導出可能である。当該導出口６６は、振分機構３３の共通入口３３Ａの直上に位置
しており、導出口６６から排出された球は、高い確率で共通入口３３Ａに取り込まれるこ
ととなる。
【００２６】
　次に、演出図柄表示装置５０の周囲に配設される本発明の主要部に係る可動役物Ｑ１～
Ｑ３について説明する。図２に示すように、本実施形態における可動役物Ｑ１は、非作動
時において、表示画面５１の領域外である遊技者から視認可能な演出図柄表示装置５０の
上部の待機位置に待機している。
　一方、図４に示すように、可動役物Ｑ１は、その作動時において、待機位置から演出図
柄表示装置５０の略中央まで降下動作し、再び待機位置まで上昇可能とされている。また
、可動役物Ｑ１は、演出図柄表示装置５０の表示画面５１の前方において、昇降方向と直
交する方向（左右方向）に延在する軸心を回転中心として回転（自転）動作可能とされて
いる。
【００２７】
　また、本実施形態における可動役物Ｑ２は、非作動時において、表示画面５１の領域外
である遊技者から視認不能な飾り枠部６０の上部裏側の待機位置に待機している。一方、
図４に示すように、可動役物Ｑ２は、その作動時において、待機位置から降下動作し、再
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び待機位置まで上昇可能とされている。また、可動役物Ｑ２は、可動役物Ｑ１と同様に、
演出図柄表示装置５０の表示画面５１の前方において昇降方向と直交する方向（左右方向
）に延在する軸心を回転中心として回転（自転）動作可能とされている。
【００２８】
　可動役物Ｑ２と対をなす可動役物Ｑ３は、非作動時において、表示画面５１の領域外で
ある遊技者から視認不能なステージ６５の裏側の待機位置に待機している。一方、図４に
示すように、可動役物Ｑ３はその作動時において、待機位置から上昇動作し、再び待機位
置まで降下動作可能とされている。また、可動役物Ｑ３は、演出図柄表示装置５０の表示
画面５１の前方において昇降方向と直交する方向（左右方向）に延在する軸心を回転中心
として回転（自転）動作可能とされている。
【００２９】
　つまり、本実施形態に係る可動役物Ｑ１～Ｑ３は、いずれも演出図柄表示装置５０の表
示画面５１の前方において上下方向にスライド移動（摺動）可能に構成され、図４に示す
ように可動役物Ｑ１～Ｑ３の全てが演出図柄表示装置５０の表示画面５１の前方に移動し
た場合、前側から可動役物Ｑ１、可動役物Ｑ２；Ｑ３、及び、表示画面５１の順に重なる
ように位置する。
　また、可動役物Ｑ２；Ｑ３は、後述のスライド機構４００によって、互いに同期してス
ライド移動するように構成されており、演出図柄表示装置５０の中央部前方において互い
に組み合わせられることにより、後述する多様な全体形状を呈することが可能である。
　さらに、各可動役物Ｑ１～Ｑ３は、後述の回転手段によってスライド方向と直交する方
向（本実施形態の場合、左右方向）に延在する回転軸を中心として正逆方向に回転動作可
能とされている。以下、上記可動役物Ｑ１～Ｑ３の詳細について説明する。
【００３０】
　図５（ａ），（ｂ）は、本実施形態における第２の可動役物としての可動役物Ｑ１のス
ライド機構７０の全体斜視図及び側面図である。同図に示すようにスライド機構７０は、
飾り枠部６０の左側部の裏側に対応して遊技者から視認不能に配設される機構プレート７
１を備える。機構プレート７１は、上下方向に延在する略Ｌ字状の板体であって、図外の
固定手段を介して、遊技盤２０の背面に搭載される収容体に固定される。図５（ｂ）に示
すように、機構プレート７１の背面には、可動役物Ｑ１を上下方向にスライド動作させる
駆動源としてのステップモータＭ１（以下、モータＭ１という）が搭載される。モータＭ
１は、機構プレート７１の背面から前面に向けて貫通する回転軸７２を備える。当該回転
軸７２には、機構プレート７１の前面において回転するピニオンギア７３が嵌入されてい
る。ピニオンギア７３は、機構プレート７１の昇降案内部７４によって上下方向に摺動自
在とされたラックギア７５のギア部７５Ａと噛み合う。
【００３１】
　昇降案内部７４は、機構プレート７１の上下方向に沿って延在する金属レール体であっ
て、機構プレート７１内に埋設される。ラックギア７５の後面には、上記昇降案内部７４
上を摺動可能な図外のスライダが配設されており、ラックギア７５は、当該昇降案内部７
４に規制された状態で機構プレート７１を上下方向に移動可能とされる。即ち、ピニオン
ギア７３と噛み合うギア部７５Ａを有するラックギア７５は、モータＭ１の正逆回転によ
って機構プレート７１の上下方向に移動可能である。
【００３２】
　可動役物Ｑ１は、このように動作するラックギア７５の上下方向略中央部に配設された
係合板７６を介してラックギア７５と接続されており、ラックギア７５の上下方向への移
動に伴って、演出図柄表示装置５０の前方を上下方向にスライド移動可能である。つまり
、スライド機構７０は、可動役物Ｑ１の移動手段として機能する。
【００３３】
　可動役物Ｑ１のスライド移動の駆動源としてのモータＭ１は、図外の配線や中継基板を
介して図３に示す可動役物制御部２００Ｃと接続されており、可動役物制御部２００Ｃか
ら出力される制御信号に基づいて正逆方向に回転駆動する。また、ラックギア７５の上端
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部近傍の左側部には、側方に突出する検出突起７７が突設される。検出突起７７は、機構
プレート７１の上部に搭載された原点位置検出センサ７８により検出される。原点位置検
出センサ７８は、可動役物制御部２００Ｃと接続されており、検出信号が可動役物制御部
２００Ｃに対して出力される。可動役物制御部２００Ｃは、原点位置検出センサ７８から
の入力に基づいて所定のステップ数によりモータＭ１を駆動し、可動役物Ｑ１を待機位置
から所定の降下位置へ、又は所定の降下位置から待機位置へとスライド動作させる。
【００３４】
　次に、可動役物Ｑ１の回転手段について説明する。図５，６に示すように可動役物Ｑ１
は、演出図柄表示装置５０の前方において回転動作する回転体８０と、当該回転体８０内
を貫通する回転軸としての軸部８２と、回転体８０の両側部より突出する軸部８２の端部
８２Ａ；８２Ｂの周囲を覆う側部カバー８４Ａ；８４Ｂとを備える。回転体８０は、左右
方向に延長する直方体であって、その４つの面が意匠面Ｓ１～Ｓ４として構成される。当
該４つの意匠面Ｓ１～Ｓ４には、それぞれ機種のタイトルやロゴマーク、現在の遊技状態
、或いは、演出モード状態等、遊技に関連する所定の情報が所定の形状、或いは、ステッ
カー等の貼付によって表示されている。そして、回転体８０が軸部８２周りを回転し、い
ずれかの意匠面Ｓ１～Ｓ４が遊技者と正対して停止することにより、遊技者は様々な情報
を停止態様によって読み取ることができる。
【００３５】
　軸部８２は、回転体８０の長手方向に渡って延在する円筒体であって、回転体８０の両
側部より突出する円筒状の嵌挿部８６Ａ；８６Ｂにおいて、図外のベアリング等を介して
回転自在に係止されている。つまり、回転体８０は、可動役物Ｑ１のスライド方向（上下
方向）と直交する方向（左右方向）に延在する軸部８２を回転中心として、軸部８２周り
を回転する。
【００３６】
　図６は、側部カバー８４Ａ；８４Ｂを取り外した状態を示す回転体８０の斜視図及び平
面図である。同図に示すように、回転体８０の側部より突出する嵌挿部８６Ａの円周面に
は、ステップモータＭ２（以下、モータＭ２という）のモータギア８３と噛み合う回転ギ
ア８１が嵌入されている。モータＭ２は、その後部が側部カバー８４Ａの側端面より露出
した状態で側部カバー８４Ａ内に収容されており、回転ギア８１と噛み合うモータギア８
３を有する。また、図５に示すように、モータＭ２は、側部カバー８４Ａの背面より機構
プレート７１側に延在する取り付けベース８５上に固定的にマウントされている。取り付
けベース８５は、前述したラックギア７５の上下方向略中央部に配設された係合板７６と
接合されており、ラックギア７５と可動役物Ｑ１とが係合板７６及び取り付けベース８５
を介して接続される。
【００３７】
　可動役物Ｑ１における回転体８０の回転動作の駆動源としてのモータＭ２は、図外の配
線及び中継基板を介して図３に示す可動役物制御部２００Ｃと接続されており、可動役物
制御部２００Ｃから出力される制御信号に基づいて回転駆動する。また、回転体８０の回
転角は、回転ギア８１に設けられた図外の検出突起の位置を検出する図外の位置検出セン
サが搭載された位置検出基板８７によって検出される。よって、可動役物制御部２００Ｃ
は、位置検出基板８７を介して入力される検出信号に基づき、回転体８０の回転角を制御
する。そして、モータＭ２の回転によりモータギア８３が正逆方向に回転すると、当該モ
ータギア８３と噛み合う回転ギア８１が正逆方向に回転し、回転体８０が軸部８２を回転
中心として自在に回転する。
【００３８】
　次に、本実施形態に係る第１の可動役物としての可動役物Ｑ２；Ｑ３のスライド機構４
００について説明する。図７は、スライド機構４００の全体正面図である。同図に示すよ
うに、可動役物Ｑ２；Ｑ３は、スライド機構４００の機構プレート４０１上において左右
方向に架設された状態で支持され、上下方向にスライド移動可能なように配設されている
。
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　機構プレート４０１は、方形状の板体であって、前述した機構プレート７１の後方に重
なるように配設される。機構プレート４０１の中央部には、演出図柄表示装置５０の表示
画面と対応する大きさを有する開口部４０２が開設されており、可動役物Ｑ２；Ｑ３が非
作動である場合、当該開口部４０２を介して演出図柄表示装置５０の表示画面５１の全域
を視認することが可能である。
【００３９】
　機構プレート４０１に開設された開口部４０２の両側部には、可動役物Ｑ２；Ｑ３をス
ライド移動させるためのスライド領域Ｒ１；Ｒ２が設けられる。以下、スライド領域Ｒ１
；Ｒ２の構造について説明する。スライド領域Ｒ１；Ｒ２にはそれぞれ、互いに上下方向
に平行に延在する一対の第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂと、第２昇降案内部４２０Ａ
；４２０Ｂと、第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂによって規制され、上下方向に沿って
移動可能な一対の第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂと、第２昇降案内部４２０Ａ；４２
０Ｂによって規制され、上下方向に沿って移動可能な一対の第２ラックギア４２５Ａ；４
２５Ｂと、第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂ及び第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂを
上下方向に移動させる駆動源としてのステップモータＭ３；Ｍ４（以下、モータＭ３；Ｍ
４という）とが設けられる。
【００４０】
　第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂは、開口部４０２の側縁部の外側において、上下方
向に沿って互いに平行に延在する金属レール体であって、機構プレート４０１内に埋設さ
れる。第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂの後面には、第１昇降案内部４１０Ａ；４１０
Ｂ上を摺動可能な図外のスライダが配設されており、第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂ
は、第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂに規制された状態で機構プレート４０１を上下方
向に移動可能とされる。
【００４１】
　第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂは、第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂと対応して
上下方向に延在し、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂと向かい合う側面に、その長手方
向に沿ってギア部４１６が形成されている。このように構成された一対の第１ラックギア
４１５Ａ；４１５Ｂ間には、可動役物Ｑ３よりも上方に位置する可動役物Ｑ２が架設され
ており、当該可動役物Ｑ２は、第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂが同期して第１昇降案
内部４１０Ａ；４１０Ｂ内を上下方向に移動することにより上下方向にスライド動作可能
とされる。
【００４２】
　第２昇降案内部４２０Ａ；４２０Ｂは、第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂの左右方向
外側において、上下方向に沿って互いに平行に延在する金属レール体であって、機構プレ
ート４０１内に埋設される。第２昇降案内部４２０Ａ；４２０Ｂは、第１昇降案内部４１
０Ａ；４１０Ｂに対して下方に位置ずれして配置されている。第２ラックギア４２５Ａ；
４２５Ｂの後面には、第２昇降案内部４２０Ａ；４２０Ｂ上を摺動可能な図外のスライダ
が配設されており、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂは、第２昇降案内部４２０Ａ；４
２０Ｂに規制された状態で機構プレート４０１を上下方向に移動可能とされる。
【００４３】
　第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂは、第２昇降案内部４２０Ａ；４２０Ｂと対応して
上下方向に延在し、第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂのギア部４１６と向かい合う側面
にギア部４２６が形成され、モータＭ３；Ｍ４と向かい合う側面にギア部４２７が形成さ
れている。このように構成された一対の第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂ間には、可動
役物Ｑ２よりも下方に位置する可動役物Ｑ３が架設されており、当該可動役物Ｑ３は、第
２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂが同期して第２昇降案内部４２０Ａ；４２０Ｂ内を移動
することにより上下方向にスライド動作可能とされる。
【００４４】
　スライド領域Ｒ１内において隣り合う第１ラックギア４１５Ａと第２ラックギア４２５
Ａとの間、及び、スライド領域Ｒ２内において隣り合う第１ラックギア４１５Ｂと第２ラ
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ックギア４２５Ｂとの間には、互いの動作を同期させる中間ギア４１８Ａ；４１８Ｂが介
在する。中間ギア４１８Ａ；４１８Ｂは、ギア部４１６及びギア部４２６の両方に噛み合
う位置において、機構プレート４０１上に設けられた取り付け部に対して回転可能に遊嵌
される。つまり、第１ラックギア４１５Ａと第２ラックギア４２５Ａ、及び、第１ラック
ギア４１５Ｂと第２ラックギア４２５Ｂとはそれぞれ、中間ギア４１８Ａ；４１８Ｂを介
して相互に連結されており、モータＭ３；Ｍ４が回転駆動することにより相互に離間又は
接近する方向に移動する。
【００４５】
　モータＭ３；Ｍ４は、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂの左右方向外側に配設される
。モータＭ３；Ｍ４は、機構プレート４０１の前方に配設される図外の取り付け基板上に
固定されており、その出力軸には、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂのギア部４２７と
噛み合うモータギア４３０が嵌入される。モータＭ３；Ｍ４は、図外の配線及び中継基板
を介して図３に示す可動役物制御部２００Ｃと接続されており、可動役物制御部２００Ｃ
から出力される制御信号に基づいて同期して正逆方向に回転駆動する。また、可動役物制
御部２００Ｃには、第２ラックギア４２５Ａの下部の側壁に突設された検出突起４３２の
位置を検出する位置検出センサ４３５からの検出信号が入力する。
【００４６】
　位置検出センサ４３５は、スライド領域Ｒ１に形成された第２昇降案内部４２０Ａより
も下方の位置に配設され、下降限度位置（待機位置）まで降下した状態の第２ラックギア
４２５Ａの検出突起４３２の位置と対応して設けられる。可動役物制御部２００Ｃは、位
置検出センサ４３５からの検出信号に基づいて可動役物Ｑ２；Ｑ３の原位置（待機位置）
を検出するとともに、モータＭ３；Ｍ４を所定のステップ数により回転させ、第１ラック
ギア４１５Ａ；４１５Ｂ、及び、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂを同期して上下方向
に移動させる。
【００４７】
　以下、第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂ間に架設された可動役物Ｑ２、及び、第２ラ
ックギア４２５Ａ；４２５Ｂ間に架設された可動役物Ｑ３のスライド動作の過程について
詳説する。図７に示す待機位置に停止した状態から可動役物制御部２００ＣからモータＭ
３；Ｍ４に対して駆動信号が出力され、当該モータＭ３；Ｍ４が矢印で示す方向に回転す
ると、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂは、第２昇降案内部４２０Ａ；４２０Ｂに沿っ
て上方に移動する。これに伴って可動役物Ｑ３は、待機位置から開口部４０２の中央方向
に向けてスライド動作する。
【００４８】
　また、第２ラックギア４２５Ａ；４２５Ｂの上方への移動に伴って、中間ギア４１８Ａ
；４１８Ｂが矢印で示す方向に回転することにより、第１ラックギア４１５Ａ；４１５Ｂ
は、第１昇降案内部４１０Ａ；４１０Ｂに沿って下方に移動する。これに伴って可動役物
Ｑ２は、待機位置から開口部４０２の中央方向に向けてスライド動作する。
　つまり、可動役物Ｑ２；Ｑ３は、互いに同期してスライド動作を開始し、モータＭ３；
Ｍ４が所定のステップ数となるまで駆動されることにより、図８に示すように開口部４０
２中央部を閉鎖するように当接して組み合わされる。そしてこの状態からモータＭ３；Ｍ
４が逆方向に回転駆動することにより、可動役物Ｑ２；Ｑ３は互いに離間する方向に移動
し、待機位置に復帰する。以上のとおり、スライド機構４００は、可動役物Ｑ２；Ｑ３を
互いに同期して移動させる移動手段を構成する。
【００４９】
　次に、可動役物Ｑ２；Ｑ３の構造、及び、回転手段について説明する。なお、可動役物
Ｑ２；Ｑ３はその寸法等を除いて実質的に同様の構成であるため、以下の説明においては
可動役物Ｑ２を主として説明する。
　図９は、可動役物Ｑ２の内部構造を示す分解斜視図である。同図に示すように、可動役
物Ｑ２は、互いに前後方向に向かい合わされて組み付けられることにより内部に収容空間
を形成する第１収容体５００、及び、第２収容体５４０と、当該第１収容体５００、及び
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、第２収容体５４０の内部に収容されるレンズ基板５１０と、当該レンズ基板５１０の前
方に重ねて配設される導光板５２０と、当該導光板５２０の前方に重ねて配設される回路
基板５３０とを備える。
【００５０】
　第１収容体５００は、前方が開放された略逆台形状のケースである。第１収容体５００
の後壁部５０１には、複数の光透過領域５０２が形成されている。当該光透過領域５０２
は、例えばアルファベットの「Ｘ」，「Ｙ」，「Ｚ」をモチーフとした形状の貫通孔であ
り、具体的には、可動役物Ｑ２の光透過領域５０２は、「Ｘ」，「Ｙ」，「Ｚ」の上側半
部の形状を呈し、可動役物Ｑ３の光透過領域５０２は、「Ｘ」，「Ｙ」，「Ｚ」の下側半
部の形状を呈する。また、後壁部５０１の光透過領域５０２を除く残余の部分は、光遮蔽
領域５０３とされている。そして、可動役物Ｑ２；Ｑ３が互いに光透過領域５０２が遊技
者に正対した状態で開口部４０２中央部を閉鎖するように当接して組み合わされた場合、
遊技者から「Ｘ」，「Ｙ」，「Ｚ」の文字全体が浮かび上がるように視認される。
　以下、可動役物Ｑ２；Ｑ３の後壁部５０１における「Ｘ」，「Ｙ」，「Ｚ」の形状を呈
する面をそれぞれ意匠面Ｔ２；Ｕ２といい、当該意匠面Ｔ２；Ｕ２の反対側の前壁部５４
１の面をそれぞれ意匠面Ｔ１；Ｕ１という。
【００５１】
　後壁部５０１の上縁部からは、前方に立ち上がる上壁部５０４が形成される。また、後
壁部５０１の両斜縁部の上側半部には、上壁部５０４と連続して、左右方向内側に延長す
る斜壁部５０５Ａ；５０５Ｂが形成される。当該斜壁部５０５Ａ；５０５Ｂからは、前方
が開放された半円筒状の回転軸部５０６Ａ；５０６Ｂが左右方向外側に延出する。回転軸
部５０６Ａ；５０６Ｂは、左右方向に延在する断面扇状の中空部を有しており、円弧上に
湾曲する後壁には後述する図外の支持ケース６０１；７２０との接続孔５０７が開設され
る。半円筒状の回転軸部５０６Ａ；５０６Ｂには、前方に組み付けられる第２収容体５４
０に形成された半円筒状の回転軸部５４６Ａ；５４６Ｂが組み合わされ、これらの回転軸
部により可動役物Ｑ２；Ｑ３における回転軸Ｐ１；Ｐ２が構成される。
【００５２】
　また、円筒状とされた一方の回転軸Ｐ１内には、回路基板５３０より側方に延在するフ
ラットケーブルＦＣが導出されるとともに、回転軸部５４６Ａの先端部に形成された導出
間隙５０８を介して回転軸Ｐ１の軸方向に引き出される。
【００５３】
　後壁部５０１の前面には、前方に向かって突出する左右一対のボス部５０９が形成され
る。当該ボス部５０９は、前方に重ねて配設されるレンズ基板５１０及び導光板５２０に
それぞれ開設された嵌入孔５１１；５２１内に嵌め込まれる。
【００５４】
　レンズ基板５１０は、第１収容体５００の後壁部５０１の形状と略対応した形状の板材
であって、光を透過する複数のレンズ領域５１５と、光を遮蔽する残余の遮蔽領域５１６
とを有する。レンズ領域５１５は、前述の複数の光透過領域５０２の形状と対応し、貫通
孔として形成された光透過領域５０２を前方から閉塞する。レンズ領域５１５の前面には
、上下方向に延在するカット加工が左右方向に渡って施されており、主として前方から後
方に向けて照射される光を後方に向かって収束させるように偏光する。これにより、可動
役物Ｑ２；Ｑ３が回転し、第１収容体５００の意匠面Ｔ２が遊技者に対して正対した状態
となった場合、遊技者はレンズ基板５１０に形成された複数のレンズ領域５１５を介して
照射される光を視認することができる。また、上述のとおり、レンズ基板５１０における
一対のボス部５０９と対応する位置には、一対の嵌入孔５１１；５１１が開設されており
、第１収容体５００とレンズ基板５１０とが当該嵌入孔５１１；５１１を介して位置決め
される。
【００５５】
　導光板５２０は、レンズ基板５１０と同様に、第１収容体５００の後壁部５０１の形状
と略対応した形状の板材である。導光板５２０の前面には、前述のレンズ基板５１０のレ
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ンズ領域５１５に形成されたカット加工と直交する方向（左右方向）に延在するカット加
工が上下方向に渡って施されている。また、導光板５２０には、前方に配設される回路基
板５３０の後面に搭載された図外の複数のＬＥＤの位置と対応する複数の貫通孔５２５が
設けられ、当該貫通孔５２５内に複数のＬＥＤが嵌め込まれる。導光板５２０は、貫通孔
５２５内に嵌め込まれる複数のＬＥＤから照射される光をその全域に導光することにより
、ＬＥＤからの光を後方に向けて面発光させる。また、上述のとおり、第１収容体５００
における一対のボス部５０９と対応する位置には、一対の嵌入孔５２１；５２１が開設さ
れており、第１収容体５００と導光板５２０とが当該嵌入孔５２１；５２１を介して位置
決めされる。
【００５６】
　導光板５２０の前方に配設される回路基板５３０は、第１収容体５００の後壁部５０１
の形状と略対応した形状の板材である。同図に示すように、回路基板５３０の前面には、
フラットケーブルＦＣの一端部が接続可能なコネクタ部５３５と、複数のＬＥＤが搭載さ
れている。また、前述のとおり、回路基板５３０の後面にも同様に多色発光が可能な複数
のＬＥＤが搭載されている。これらのＬＥＤ群とコネクタ部５３５とは、プリント配線に
より電気的に接続されており、フラットケーブルＦＣ及び図外の回路基板６８０（図１１
参照）を介して可動役物制御部２００Ｃより出力される制御信号によって制御される。
　また、回路基板５３０の前面に搭載された複数のＬＥＤ（ＬＥＤ群）は、主に前方に向
けて光を照射し、後面に搭載された複数のＬＥＤ（ＬＥＤ群）は、主に後方に向けて光を
照射する。
【００５７】
　第２収容体５４０は、後方が開放された略逆台形状のケースである。第２収容体５４０
の前壁部５４１には、所定の文字（ＧＥＴ）や所定のデザインが施された光透過領域５４
２が形成され、意匠面Ｔ１とされている。
　そして、可動役物Ｑ２；Ｑ３の前壁部５４１における意匠面Ｔ１；Ｕ１が、遊技者に正
対した状態で開口部４０２の中央部を閉鎖するように当接して組み合わされた場合、図８
に示すように遊技者から所定の文字全体（ＴＡＲＧＥＴ）とデザインが浮かび上がるよう
に視認される。
【００５８】
　前壁部５４１の上縁部からは、後方に立ち上がる上壁部５４４が形成される。また、前
壁部５４１の両斜縁部には、上壁部５４４と連続して、左右方向内側に延長する斜壁部５
４５Ａ；５４５Ｂが形成される。上述のとおり、当該斜壁部５４５Ａ；５４５Ｂからは、
後方が開放された半円筒状の回転軸部５４６Ａ；５４６Ｂが左右方向外側に延出する。回
転軸部５４６Ａ；５４６Ｂは、回転軸部５０６Ａ；５０６Ｂと対応して左右方向に延在す
る断面扇状の中空部を有しており、円弧上に湾曲する後壁には後述する図外の支持ケース
６００；７２０との接続孔５４７が開設される。　
【００５９】
　以上の構成からなる第１収容体５００及び第２収容体５４０の組み付けは、内部に収容
されるレンズ基板５１０、導光板５２０及び回路基板５３０をボス部５０９を基準として
位置決めして互いに重なるように配設した後、第１収容体５００に対して第２収容体５４
０を被せることにより行われる。そして、第１収容体５００に対して第２収容体５４０を
被せた後に、第１収容体５００の上壁部５０４より前方に突設されたネジ穴を有する複数
の係止部５０４Ａ；５０４Ａ、及び、第２収容体５４０の上壁部５４４に開設されたネジ
穴５４４Ａ：５４４Ａに図外のネジを螺入することにより可動役物Ｑ２（Ｑ３）が完成す
る。
【００６０】
　このように、本実施形態に係る可動役物Ｑ２；Ｑ３はそれぞれ、内部に収容された回路
基板５３０上に搭載された発光体としてのＬＥＤによって照射される複数の意匠面Ｔ１；
Ｔ２，Ｕ１；Ｕ２を有しており、当該可動役物Ｑ２；Ｑ３は、後述の回転手段によって回
転軸Ｐ１；Ｐ２の軸心を中心として回転することにより、複数の意匠面Ｔ１；Ｔ２，Ｕ１
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；Ｕ２が遊技者に対して正対するように制御される。
　なお、可動役物Ｑ２；Ｑ３の意匠面としては、上記意匠面Ｔ２；Ｕ２（後壁部５０１）
及びＴ１；Ｕ１（前壁部５４１）の他、前壁部５４１の下縁部から後方に立ち上がる下壁
部５４６も含まれる。当該下壁部５４６には、例えば「ＷＡＲＮＩＮＧ」等の表示が付さ
れたステッカー等が貼付される。以下、当該下壁部５４６の表面をそれぞれ意匠面Ｔ３；
Ｕ３として説明する。
　以上のとおり、本実施形態に係る可動役物Ｑ２；Ｑ３はそれぞれ、少なくとも遊技者に
対して正対する３つの意匠面Ｔ１～Ｔ３，Ｕ１～Ｕ３を有しており、可動役物Ｑ２；Ｑ３
がそれぞれ独立して回転し、それぞれの意匠面Ｔ１～Ｔ３，Ｕ１～Ｕ３が遊技者に対して
正対して停止することにより、遊技者はそれぞれ異なる情報を可動役物Ｑ２；Ｑ３の多様
な動作態様によって視認することが可能となる。
【００６１】
　以下、図１０を参照して、可動役物Ｑ２；Ｑ３を回転動作させる回転手段の構造につい
て説明する。図１０は、可動役物Ｑ２の回転軸Ｐ１の周囲の構造示す斜視図である。同図
に示すように、可動役物Ｑ２の一方の回転軸Ｐ１は、円筒状の支持ケース６０１により挟
持された状態で保持される。また、支持ケース６０１は、第１ラックギア４１５Ａの前面
に配置された回転保持体６５０と、当該回転保持体６５０を覆う回転保持カバー体６６０
とから構成される回転基部６４０内において回転自在に保持される。
【００６２】
　支持ケース６０１は、円筒状の胴部６１０と、可動役物Ｑ２の回転軸Ｐ１を挟持する挟
持部６１５とを有する。胴部６１０は、回転軸Ｐ１の軸心と同軸上において外周面が円筒
状に形成された中空体であって、その内部には、回転軸Ｐ１の導出間隙５０８を介して引
き出されたフラットケーブルＦＣが導通する。胴部６１０は、軸方向の中央部に形成され
る中間部６１１と、当該中間部６１１の両側部に形成される拡径部６１２Ａ；６１２Ｂに
より区画されている。中間部６１１は、外周面の半径が、拡径部６１２Ａ；６１２Ｂの外
周面の半径よりも小さく設定された領域である。中間部６１１の外周面上には、内部空間
と連通するケーブル導出口６１１Ａが開設されている。当該ケーブル導出口６１１Ａは、
胴部６１０内に導通されるフラットケーブルＦＣの第一の出口であり、可動役物Ｑ２内に
収容された回路基板５３０から引き出されたフラットケーブルＦＣは、回転軸Ｐ１及び胴
部６１０内を経てケーブル導出口６１１Ａより可動役物Ｑ２の外部に引き出される。また
、ケーブル導出口６１１Ａから引き出されたフラットケーブルＦＣは、中間部６１１の外
周面上において巻回された後、回転保持カバー体６６０に開設された第２の出口としての
ケーブル導出口６６６から引き出される。
【００６３】
　中間部６１１の軸方向両側側の拡径部６１２Ａ；６１２Ｂは、段差を介して中間部６１
１の外周面の半径よりも大きく設定された領域である。当該拡径部６１２Ａ；６１２Ｂの
外周面は、回転保持体６５０及び回転保持カバー体６６０より構成される回転基部６４０
の内部周壁によって回転可能に支承される。また、拡径部６１２Ａの左側部及び拡径部６
１２Ｂの右側部には、外周面より径方向外側に突出した鍔部６１３；６１４が円周方向に
沿ってそれぞれ形成され、胴部６１０の回転基部６４０からの脱落が防止される。
【００６４】
　挟持部６１５は、胴部６１０の右側端部より回転軸Ｐ１側に延在する一対の突片６１５
Ａ；６１５Ｂにより形成される。突片６１５Ａは、胴部６１０の右側端部より前方に延在
するとともに、略直角に折曲し、回転軸Ｐ１側に延在するＬ字状である。また、突片６１
５Ｂは、胴部６１０の右側端部より後方に延在するとともに、略直角に折曲し、突片６１
５Ａと平行して回転軸Ｐ１側に延在するＬ字状である。また、突片６１５Ａ；６１５Ｂに
はそれぞれ、図９に示した前述の接続孔５４７；５０７と嵌り合う図外の突部が形成され
ており、当該突部及び接続孔５４７；５０７を介して可動役物Ｑ２の回転軸Ｐ１と支持ケ
ース６０１とが一体回転可能に接続される。
【００６５】
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　回転基部６４０は、第１ラックギア４１５Ａの上端部に固着される回転保持体６５０と
、当該回転保持体６５０を前方から覆う回転保持カバー体６６０とから形成される。回転
保持体６５０は、左右方向に延在する半円筒状の内部周壁６５１を有する。当該内部周壁
６５１の軸方向の寸法は、前述の拡径部６１２Ａ；６１２Ｂ間の寸法と対応している。ま
た、回転保持体６５０の後方には、上方に突出する取り付け片６５２が形成されており、
当該取り付け片６５２及び第１ラックギア４１５間に止めネジ等の固定手段が螺入される
ことにより、第１ラックギア４１５上に固着される。
【００６６】
　回転保持カバー体６６０は、複数の止めネジを介して回転保持体６５０の前方に取り付
けられることにより、回転保持体６５０の前方を覆う。回転保持カバー体６６０は、左右
方向に延在する半円筒状の内部周壁６６１を有する。当該内部周壁６６１の軸方向の寸法
は、前述の拡径部６１２Ａ；６１２Ｂ間の寸法と対応している。そして、当該内部周壁６
６１が、前述した回転保持体６５０の内部周壁６５１と向かい合わされた状態で、回転保
持体６５０に対して取り付けられることにより、回転基部６４０内には、前述の支持ケー
ス６０１の円筒状の胴部６１０を回転自在に支承する円筒状の内部空間が形成される。
【００６７】
　回転保持カバー体６６０の外周壁６６２には、内部周壁６６１と連通する規制開口部６
６５が設けられている。規制開口部６６５は、支持ケース６０１の中間部６１１上に開設
されたケーブル導出口６１１Ａに対応する位置において開口する矩形のケーブル導出口６
６６と、当該ケーブル導出口６６６の半径方向外側の位置に設けられた規制壁部６６７と
により構成される。ケーブル導出口６６６は、ケーブル導出口６１１Ａと同様にフラット
ケーブルＦＣの幅寸法に対応して開設された矩形状である。当該ケーブル導出口６６６か
らは、ケーブル導出口６１１Ａを介して可動役物Ｑ２の外部に引き出されたフラットケー
ブルＦＣが引き出される。また、規制壁部６６７は、外周壁６６２の表面から半径方向外
側（上方）に向けて延出するコの字状であり、ケーブル導出口６６６に沿ってその下側半
部を覆うように設けられる。回転保持カバー体６６０の外周壁６６２に上述の構成からな
る規制開口部６６５が設けられたことにより、ケーブル導出口６６６から回転基部６４０
の外部に引き出されるフラットケーブルＦＣの向きは、規制壁部６６７の延出方向（上方
）に規制され、可動役物Ｑ２のスライド方向と一致する。
【００６８】
　以下、図１１を参照し、フラットケーブルＦＣと回転保持カバー体６６０との関係につ
いて説明する。同図に示すように、フラットケーブルＦＣは、支持ケース６０１の中間部
６１１内において三角形状に折り曲げられたうえで、支持ケース６０１の中間部６１１に
開設された第１のケーブル導出口６１１Ａから引き出される。また、引き出されたフラッ
トケーブルＦＣは、中間部６１１の外周面６１６に沿って巻回され、中間部６１１の外周
面６１６に対して接着剤等の係止手段により回転不能に係止される。これにより、フラッ
トケーブルＦＣに、可動役物Ｑ２の回転軸Ｐ１と軸心が共通する円筒状の胴部６１０の中
間部６１１の外周面上で巻回された状態で係止される巻回部ＦＣ１が形成される。
【００６９】
　また、巻回部ＦＣ１上にさらに積層されるフラットケーブルＦＣの残余の部分は、その
復元力（バネ力）によって、円筒状の内部空間を形成する内部周壁６５１；６６１の表面
に当接した状態となり、回転保持カバー体６６０に開設された規制開口部６６５のケーブ
ル導出口６６６を経由して上方に引き出されて直線的に延在する。つまり、回転基部６４
０内において、巻回部ＦＣ１上で巻き取られた状態とされるフラットケーブルＦＣには、
常時半径方向外側へ向かう復元力が付与されている。また、ケーブル導出口６６６から引
き出されるフラットケーブルＦＣは、規制壁部６６７の内面６６７Ａによってその延在方
向が規制され、可動役物Ｑ２のスライド方向と平行な上方に案内される。
　なお、上述の実施形態においては、巻回部ＦＣ１上にさらにフラットケーブルＦＣを巻
き付けた構成としたが、巻回部ＦＣ１を経てフラットケーブルＦＣを直接ケーブル導出口
６６６から導出する構成としてもよい。一方、可動役物Ｑ２が非作動である場合において
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、巻回部ＦＣ１上にフラットケーブルＦＣを少なくとも一周分余分に巻き付けておけば、
可動役物Ｑ２の初期動作時の回転方向に制限がなくなるとともに、巻取り時において中間
部６１１の軸回りに加わる負荷を軽減できるため好ましい。
【００７０】
　図１１（ａ）に示すようにケーブル導出口６６６から引き出され、上方に延在するフラ
ットケーブルＦＣは、反転部ＦＣ２を介して回路基板６８０のコネクタ部６８５と接続さ
れる。反転部ＦＣ２は、ケーブル導出口６６６側から上方に向かって延在する第１直線部
ＦＣ－Ａと、当該第１直線部ＦＣ－Ａと前後方向に対向して下方に延在する第２直線部Ｆ
Ｃ－Ｂとの間に形成されるＵ字状の部位である。当該反転部ＦＣ２は、上下方向にスライ
ド動作可能、かつ、スライド方向と直交する軸を回転中心として回転動作可能に設けられ
た可動役物Ｑ２と、固定的に配設された回路基板６８０との相対位置の変化を吸収する。
【００７１】
　回路基板６８０は、前述したスライド機構７０の機構プレート７１の背面側に固定的に
配設され、スライド機構４００の機構プレート４０１よりも前方に位置する略Ｌ字状の基
板である。当該回路基板６８０の下部には、可動役物制御部２００Ｃと接続された図外の
ケーブルを接続可能な複数のコネクタ部６８７Ａ；６８７Ｂが配設される。また、フラッ
トケーブルＦＣが接続されるコネクタ部６８５と、コネクタ部６８７Ａ；６８７Ｂとは互
いにプリント配線によって電気的に接続されており、可動役物制御部２００Ｃからの制御
信号は、フラットケーブルＦＣを介して可動役物Ｑ２内に配設された回路基板５３０側に
出力される。
【００７２】
　次に、図１２（ａ）～（ｅ）を参照して、可動役物Ｑ２の動作とフラットケーブルＦＣ
の反転部ＦＣ２との関係について説明する。図１２（ａ）に示すように、可動役物Ｑ２が
非作動である場合において、フラットケーブルＦＣの第１直線部ＦＣ－Ａと第２直線部Ｆ
Ｃ－Ｂとは、反転部ＦＣ２を介して略等しい長さを持って前後方向に対向している。
【００７３】
　この状態から可動役物Ｑ２が下方に向かってスライド動作した場合、当該スライド動作
に伴ってフラットケーブルＦＣの反転部ＦＣ２の位置が下方に変位し、図１２（ｂ）に示
すように、第１直線部ＦＣ－Ａが、第２直線部ＦＣ－Ｂよりも長い状態となる。即ち、可
動役物Ｑ２のスライド動作による回路基板６８０のコネクタ部６８５との相対位置の変化
がフラットケーブルＦＣの反転部ＦＣ２の撓みによって吸収され、フラットケーブルＦＣ
の両端部に加わる負荷が軽減される。
【００７４】
　次に、図１２（ｃ）に示すように、可動役物Ｑ２が下方にスライド移動した状態におい
て、可動役物Ｑ２が矢印で示す反時計回りに回転動作し、図１４に示すように可動役物Ｑ
２の意匠面Ｔ２が遊技者に正対して停止した場合、図１２（ｄ）に示すように、当該回転
動作に伴ってフラットケーブルＦＣの反転部ＦＣ２がさらに下方に変位する。具体的には
、フラットケーブルＦＣの第１直線部ＦＣ－Ａが、巻回部ＦＣ１上で巻き取られることに
より、第１直線部ＦＣ－Ａが、第２直線部ＦＣ－Ｂよりもさらに長い状態となる。即ち、
可動役物Ｑ２の回転動作についてもフラットケーブルＦＣの反転部ＦＣ２の撓みによって
吸収され、フラットケーブルＦＣの両端部に加わる負荷が軽減される。
【００７５】
　次に、図１２（ｅ）に示すように、図１２（ｄ）に示す状態から可動役物Ｑ２が矢印で
示す時計回りに回転動作した場合、当該回転動作に伴ってフラットケーブルＦＣの反転部
ＦＣ２が上方に変位する。具体的には、巻回部ＦＣ１上において巻き取られた状態のフラ
ットケーブルＦＣがケーブル導出口６６６から上方に向けて繰り出され、巻取り前の図１
２（ｂ）に示す状態に復帰する。またこのとき、ケーブル導出口６６６より繰り出される
直前のフラットケーブルＦＣは、内部周壁６５１；６６１によってその復元力が規制され
ているため、可動役物Ｑ２の回転、より詳細には胴部６１０の回転に対応して空転するこ
とがなく、その回転長に略対応した長さ分が適切に繰り出される。よって、フラットケー
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ブルＦＣの繰り出し方向への可動役物Ｑ２の回転動作についても、反転部ＦＣ２が安定し
て吸収することができる。
【００７６】
　次に図１３を参照して、可動役物Ｑ２の他方の回転軸Ｐ２の周囲の構造について説明す
る。同図に示すように、第１ラックギア４１５Ｂの上端部には、Ｌ字状の取り付け体７１
０を介して、可動役物Ｑ２の回転動作の駆動源となるステップモータＭ５（以下、モータ
Ｍ５という。）と、可動役物Ｑ２を回転可能に保持する回転保持体７０１とが搭載される
。
【００７７】
　取り付け体７１０は、第１ラックギア４１５Ｂの前面に平行な矩形状の板部７１０Ａと
、板部７１０Ａの右側部より前方に折曲して立ち上がる板部７１０ＢよりなるＬ字状であ
り、止めネジ等の固定手段を介して第１ラックギア４１５Ｂの前面に一体的に取り付けら
れる。
　モータＭ５は、その出力軸が右側に延在するように板部７１０Ｂに対して脱落不能に固
定されている。モータＭ５の出力軸は、板部７１０Ｂを貫通して板部７１０Ｂの右側まで
延在し、その先端部の軸回りにモータギア７１２が嵌入される。モータＭ５には、その外
周面に配設されたコネクタ部７１８を介して図外の配線や中継基板が接続されており、可
動役物制御部２００Ｃの制御信号に基づいて回転駆動される。
【００７８】
　取り付け体７１０におけるモータＭ５の下方には、回転保持体７０１が配設される。回
転保持体７０１は、円筒状の内部空間を有するケーシングであって、回転軸Ｐ２を挟持し
た状態で保持する支持ケース７２０を回転自在に支承する。
【００７９】
　支持ケース７２０は、前述の回転軸Ｐ１と接続される支持ケース６０１と同様に、円筒
状の胴部７２１と、可動役物Ｑ２の回転軸Ｐ２を挟持する挟持部７２５とを有する。挟持
部７２５の構造及び可動役物Ｑ２との接続状態については、前述の挟持部６１５と同様で
あるのでその説明を省略する。胴部７２１は、中間部７２２と、当該中間部７２２の左側
に形成され、中間部７２２よりも大径に形成されることによって、回転保持体７０１の内
部周壁と回転可能に当接する円筒状の拡径部７２３とを有する。中間部７２２は中空構造
の円筒状であって、その右側部の開口部には、ギア７４０を備えた円筒状の閉塞体７３９
が嵌入される。閉塞体７３９は、前述の拡径部７２３と同様の径を有し、回転保持体７０
１内において当該回転保持体７０１の内部周壁と回転可能に当接する。
【００８０】
　ギア７４０は、閉塞体７３９の右側端部の軸回りに嵌入されたギアであって、回転保持
体７０１よりも外側において上方に位置するモータギア７１２と噛み合う。また、当該ギ
ア７４０の側面には、位置検出突起７４０Ａが側方に向けて突設されている。
【００８１】
　板部７１０Ｂとモータギア７１２及びギア７４０を挟んで対向する板部７１０Ｂの側方
には、位置検出センサ７５５を備えた位置検出基板７５０が配設される。位置検出基板７
５０は、板部７１０Ｂと平行して延在する矩形状であって、止めネジ等の固定手段を介し
て板部７１０Ｂと対向した状態で取り付けられる。位置検出センサ７５５は、前述の位置
検出突起７４０Ａの周回軌道上に配設されており、当該位置検出センサ７５５によりモー
タＭ５の回転角（可動役物Ｑ２の回転角）が検出される。位置検出センサ７５５から出力
される検出信号は、位置検出基板７５０に配設されたコネクタ部７５０Ａに接続される図
外の配線を介して可動役物制御部２００Ｃ側に出力される。
【００８２】
　以上の構成からなる可動役物Ｑ２（Ｑ３）は、モータＭ５の正逆方向への回転駆動に応
じて、スライド方向と直交する方向に延在する回転軸Ｐ１；Ｐ２の軸心を回転中心として
互いに独立して回転動作するとともに、複数の意匠面Ｔ１～Ｔ３，Ｕ１～Ｕ３が遊技者に
正対した状態で停止する。また、前述のとおり、可動役物Ｑ２（Ｑ３）の内部に配設され
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た回路基板５３０と、当該可動役物Ｑ２（Ｑ３）の外部に配設された回路基板６８０とを
接続するフラットケーブルＦＣは、反転部ＦＣ２により、スライド動作及び回転動作の両
方を適切に吸収することが可能であり、各動作に伴うフラットケーブルＦＣの緩みや断線
、或いは、回路基板５３０；６８０との接続部に加わる過大な負荷を防止することが可能
となる。
【００８３】
　以下、図４、図１５～図１８を参照して、可動役物Ｑ１～Ｑ３の動作パターン（演出パ
ターン）の一部について説明する。
　図１５（ａ）は、可動役物Ｑ１の意匠面Ｓ１が遊技者に対して正対した状態で待機位置
に停止しており、可動役物Ｑ２の意匠面Ｔ１、及び、可動役物Ｑ３の意匠面Ｕ１が遊技者
に対して正対した状態で表示画面５１の中央部に停止した状態を示す。この状態において
、可動役物Ｑ２の意匠面Ｔ３及び可動役物Ｑ３の意匠面Ｕ３は互いに当接しており、可動
役物Ｑ２と可動役物Ｑ３とは、全体として略星形形状を呈し、表示画面５１の一部は視認
不能となる。
【００８４】
　次に、図１５（ｂ）は、可動役物Ｑ１の意匠面Ｓ１が遊技者に対して正対した状態で待
機位置に停止しており、例えば図１５（ａ）に示す状態から可動役物Ｑ２；Ｑ３が正逆方
向に１８０°回転し、可動役物Ｑ２の意匠面Ｔ２、及び、可動役物Ｑ３の意匠面Ｕ２が遊
技者に対して正対した状態で表示画面５１の中央部に停止した状態を示す。この状態にお
いて、可動役物Ｑ２の及び可動役物Ｑ３の上壁部５０４は互いに当接しており、可動役物
Ｑ２と可動役物Ｑ３とは、全体として略六角形状を呈し、表示画面５１の一部が視認不能
となる。
【００８５】
　次に、図１６（ａ）は、可動役物Ｑ１の意匠面Ｓ１が遊技者に対して正対した状態で待
機位置に停止しており、図１５（ａ）又は図１５（ｂ）に示す状態から可動役物Ｑ２；Ｑ
３が正逆方向に９０°又は２７０°回転し、可動役物Ｑ２の意匠面Ｔ３、及び、可動役物
Ｑ３の意匠面Ｕ３が遊技者に対して正対した状態で表示画面５１の上下部に停止した状態
を示す。この状態において、可動役物Ｑ２；Ｑ３同士は、互いに上下方向に離れた位置に
停止しており、表示画面５１の上部及び下部の一部が視認不能となる。
【００８６】
　次に、図４は、例えば図１５（ａ）に示す状態から、可動役物Ｑ１が降下し、意匠面Ｓ
１が遊技者に対して正対した状態で表示画面５１の中央部に停止した状態を示す。この状
態において、可動役物Ｑ１の後方に位置する可動役物Ｑ２；Ｑ３の意匠面Ｔ３；Ｕ３同士
は、互いに上下方向に離間しており、当該離間した領域の前方に可動役物Ｑ１が位置する
。この状態において、可動役物Ｑ１～Ｑ３は、全体として図１５（ａ）に示す形状よりも
、表示画面５１の広い範囲を視認不能とする略六角形状を呈する。
【００８７】
　次に、図１６（ｂ）は、例えば、図４に示す状態から、可動役物Ｑ１が正逆方向に１８
０°回転し、意匠面Ｓ１と反対側の意匠面Ｓ３が遊技者に対して正対した状態で表示画面
５１の中央部に停止した状態を示す。同様に図１７（ａ）は、例えば図４又は図１６（ｂ
）に示す状態から可動役物Ｑ１が正逆方向に９０°又は２７０°回転し、可動役物Ｑ２の
意匠面Ｓ２（Ｓ４）が遊技者に対して正対した状態で表示画面５１の中央部に停止した状
態を示す。
【００８８】
　次に、図１７（ｂ）は、例えば、図１５（ｂ）に示す状態から、可動役物Ｑ３が正逆方
向に９０°又は２７０°回転し、可動役物Ｑ３の意匠面Ｕ３が遊技者に対して正対した状
態で停止した状態を示す。一方、図１８は、図１５（ｂ）に示す状態から、可動役物Ｑ２
が正逆方向に９０°又は２７０°回転し、可動役物Ｑ２の意匠面Ｔ３が遊技者に対して正
対した状態で停止した状態を示す。
【００８９】
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　このように、本実施形態に係る複数の意匠面を有する可動役物Ｑ１～Ｑ３は、そのスラ
イド動作及び回転動作によって、演出図柄表示装置５０の表示画面５１の前方において多
様な形態を呈することが可能であり、例えば前述の演出図柄Ｓの変動表示中等に、前述の
可動役物制御部２００Ｃが、モータＭ１～Ｍ５を駆動制御することにより、可動役物Ｑ１
～Ｑ３を多様なパターンにより動作させることにより、可動役物Ｑ１～Ｑ３によるインパ
クトのある演出を遊技者に見せることが可能となる。なお、可動役物Ｑ１～Ｑ３の具体的
な停止態様は、上述のものに限られず、他の異なる組み合わせによって停止させることも
可能である。また、その動作態様（回転角や回転方向等）についても自在に設定可能であ
ることは明らかである。また、意匠面の数は、３つに限られず、演出の数に応じて３つ未
満又は４つとすることが可能である。
【符号の説明】
【００９０】
１　パチンコ機，２０　遊技盤，２０Ａ　遊技領域，
３０Ａ　第１始動入賞口，３０Ｂ　第２始動入賞口，３５　大入賞口，
４０Ａ　第１特別図柄表示装置，４０Ｂ　第２特別図柄表示装置，
５０　演出図柄表示装置，７４　昇降案内部，７５　ラックギア，
８０　回転体，１００　主制御装置，２００　サブ制御装置，４００　スライド機構，
４０１　機構プレート，４１０Ａ；４１０Ｂ　第１昇降案内部，
４１５Ａ；４１５Ｂ　第１ラックギア，４１８Ａ；４１８Ｂ　中間ギア，
４２０Ａ；４２０Ｂ　第２昇降案内部，４２５Ａ；４２５Ｂ　第２ラックギア，
ＦＣ　フラットケーブル，ＦＣ１　巻回部，ＦＣ２　反転部，ＦＣ－Ａ　第１直線部，
ＦＣ－Ｂ　第２直線部，Ｍ１～Ｍ５　ステップモータ，Ｐ１；Ｐ２　回転軸，
Ｑ１～Ｑ３　可動役物，Ｓ１～Ｓ４，Ｔ１～Ｔ３，Ｕ１～Ｕ３　意匠面。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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